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２０２２年５月。「地域住民の

力で高齢者を支える」をテーマに

大袋地区地域支え合い会議が立ち

上がりました。

この会議は住民の皆さんが主体

となって、地域に必要な取り組み

の実現に向けて検討を行う場で、

越谷市の生活支援体制整備事業の

一環として市内各地域で実施され

ています。

これまでに４回の勉強会を開催

し「気軽に立ち寄れる場所づく

り」や「困りごとのお手伝い」の

必要性のほか、商店街の喫茶店や

個人商店など、有効活用できそう

なスペースがある点について、皆

さんで検討し、情報を共有するこ

とができました。

第１回地域支え合い会議では、

「気軽に立ち寄れる場所」の利用

者をイメージし、各年代ごとの興

味や関心のある内容について意見

出しを行いました。

今後の企画実現に向けて

「学生と連携ができたら」

「美容室がご近所の皆さん

のサロンになっている」な

ど、会議メンバーの皆さん

から貴重な意見が寄せられ

ました。

地域支え合い会議がスタート
取り組みテーマは「気軽に立ち寄れる場所

づくり」と「困りごとのお手伝い」に

住民の皆さんが主役！

大袋地区地域支え合い会議

立ち上げの「あゆみ」

○第１回勉強会（2020.8）

・事業概要説明

・今後のスケジュールについて

○第２回勉強会（2020.11）

・地区の概況把握

・目標設定に向けたワーク

「地域の望み」

○第３回勉強会（2021.7）

・目標設定に向けたワーク

「住民主体でできること」

○第４回勉強会（2021.11）

・有効活用できる場の検討

・支え合いの必要な方の事例共有

○第１回支え合い会議 （2022.5）

・企画検討のワーク「年代別の興味・関心」

地域支え合い会議参加メンバーの皆さん

↑ 大袋地区の「望み」（あったらいいなと思う

こと）【第２回勉強会のワークより】

→ 「望み」の中から住民の力でできる活動に絞

り込む【第３回勉強会のワークより】

地域支え合い会議で意見が

挙がった「学生さんとの連

携」の第１弾として学生ボラ

ンティアの皆さんから「居場

所づくり」の企画を提案いた

だきました。

今回協力をいただいたのは

IVUSA埼玉越谷支部の皆さん。

埼玉県立大学、文教大学

の学生等のメンバーを中

心に多分野にわたって、

様々なボランティア活動

行っています。

活動経験を活かした柔

軟な発想で大小・分野を

問わない、たくさんの企画提

案がありました。

オンラインで行った会議の様子（5月29日）

寄せられた企画数は４０を超えました

学生からの企画案！！

高齢者の「居場所づくり」

のヒントをいただきました！

地域支え合い会議は、
住民の皆さんが主役と
なって進めていく会議
です。
「興味がある」「一

緒に考えたい」と思わ
れた方は是非、会議に
ご参加ください。
【今後のスケジュール】
日 時 ８月１９日（金）

午後２時～
会 場 北部市民会館

第３会議室
問合せ ☎966-3411

(担当 染谷）


